
平成２７年度「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」（地域会議）１対１対談 開催結果（主な発言内容） 平成27年9月8日 現在

対談
市町名 対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

11 御浜町
対談項目１
道路網の整備に
ついて

１ 近畿自動車道紀勢
線(熊野市久生屋町～
紀宝町神内間の約17ｋ
ｍ)の早期事業化

残る区間（熊野市久生屋町～紀宝町神内間）につい
て、4年連続の事業化とはならなかったものの、早期の
事業化にむけて引続きご尽力を賜りたいと思います。

活性化や命の観点から不安な状況だと思います。改
めて国交大臣に要望するものの中でも優先順位が高い
ものとして要望していきたいと思います。

そのためには2つの大事なことがあります。1つ目は
公共事業全体の総額予算を国交省が確保することがで
きるよう手を携えて声を上げていくこと、2つ目は地域
へ残る波及効果というストック効果を説明することで
す。地域ならではの効果が説明できるとよいと思いま
す。その把握にご協力いただきたいと思います。

御浜町
対談項目１
道路網の整備に
ついて

２ 主要地方道御浜紀
和線の改良

主要地方道御浜紀和線の西原地区から金堀地区につ
いては昨年度から事業化して頂いているところです。
御浜町において用地買収に必要となる地籍調査を実施
し協力しておりますので、引続き事業の推進をお願い
いたします。

また、柿原地区から中立地区につきましても、鵜殿
熊野線までの区間の改良の事業化についてもよろしく
お願いいたします。

①柿原地区から中立地区
柿原地区内で接続する町道の改良計画にあわせ約５

００ｍ区間を、平成２７年度道路事業計画に「事業実
施検討箇所」と位置づけ、事業に着手しました。今年
度は、測量、設計を進める予定です。

また、ご要望の鵜殿熊野線までの事業化について
は、現在実施中区間の進捗状況を見ながら検討しま
す。

②西原地区から金堀地区
今年度は御浜町の地籍調査が完了する区間を含む約

1.0km区間について、用地測量を実施する予定です。
今後とも、用地買収など、御浜町と連携し、事業を

進めていきますので、引き続き、ご支援願います。

御浜町
対談項目２
防災の強化につい
て

１ 海岸浸食が進む七
里御浜の無堤防区間の
解消について

最近阿田和地区付近では、高波時に、国道42号に波
が迫ってきています。このため、無堤防区間である、
萩内海岸の北側（熊野市側）への延長を早期にお願い
いたします。
また、現在整備中の萩内海岸堤防延長640mの内、現

在550mが完成しており、残り90mについても早期完成を
お願いいたします。
阿田和地区のほか、山地地区にも無堤防区間があり

ますので、無堤防区間の堤防整備の見込みについて教
えていただきたい。

①現在整備中の萩内海岸堤防の早期完成
残りの約90ｍについては、｢保安林解除｣が必要なこ

とから林野庁との協議を行っているところであり、協
議終了後は速やかに整備に着手し早期完了を目指しま
す。

②萩内海岸堤防の熊野市側への延長
北側（熊野市側）への延長については、事業化に向

け、今年度より測量に着手していきます。

③無堤防区間の整備の見込み
優先順位をつけて海岸堤防の整備を進めていかない

といけないと考えています。財政とのバランスも考え
計画的にやっていきたいと思います。
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御浜町
対談項目２
防災の強化につい
て

２ 志原川樋門の改築
について

志原川河口には、高潮対策として樋門が整備されて
おりますが、鉄筋が露出するなど老朽化が激しい状況
でありますので早期の改良をお願いいたします。
また、河口閉塞に配慮した改築をお願いいたしま

す。

①志原川樋門の老朽化に伴う改良
一部に鉄筋が露出しているなどの状況は把握してい

るところですが、全県の基準に照らすと緊急的な修繕
の必要はないと考えています。引き続き、毎年点検に
より緊急的な修繕が必要な場合は修繕を行ってまいり
ます。
②志原川樋門の河口閉塞に対応した改築

河口閉塞のご心配は理解しています。御浜町におい
ては、砂州のブルドーザーによる開削を実施していた
だき感謝しています。

県としても昨年度災害対策用ポンプの配備を行い、
ポンプ排水により閉塞土砂の早期排出に向けた取組を
実施しますので、引き続き砂州開削に関して御浜町の
ご協力をお願いいたします。

御浜町
対談項目３
若者定住対策に
ついて

１ 土地の有効利用 特
別管理による農振農用
地区域の変更

若者に住んでもらえる場所をできるだけ確保できる
よう、農振農用地区域の見直しを目標にしています。
御浜町では農振農用地区域を広く定めていますが、近
年は宅地と農地の混在化が進み、防災意識等の高まり
に伴い、高台への住宅建築を望む声も増加していま
す。

御浜町では住宅地とできるところは農振農用地区域
を見直したいと考えていますので、ご配慮をお願いい
たします。

総合的な街づくりを行う中で、耕作放棄地や荒廃地
を農地ではない新たな活用を、地域が地域で判断でき
ることが重要です。農業振興地整備計画の変更の中
で、土地の利用を町として総合的にどうしていくのか
検討していただき、個別に相談に乗っていきたいと思
います。

権限移譲をできるだけ進めて行ったほうがいいと思
います。既に地方自治法に基づく事務処理特例によ
り、都道府県知事の権限を市町長でできるものがあり
ますので、御浜町でも検討頂きたいと思います。改正
農地法で来年4月から施行されるもので、4ha以上にお
いても農水大臣の指定を受けた市町が権限を行使でき
るようになります。これからの農業の更なる発展と総
合的な街づくりについて、町自らがしっかりと考える
という姿勢のもと、そういった権限を受けることにつ
いて積極的なご判断をいただければと思います。

御浜町
対談項目３
若者定住対策に
ついて

２ 住宅の提供、町営住
宅等の建設について

御浜町では、若者定住を目的とした、町営住宅の新
設や宅地造成を計画しております。このような取組に
も、財政面も含め県のご支援をお願いします。

国の社会資本整備総合交付金が活用できますので、
その獲得に向けた技術的支援や働き掛けを一緒にやら
せていただきたいと思います。財政支援は難しいので
ご理解いただきたいと思います。
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御浜町
対談項目４
柑橘産業の振興
について

１ 三重南紀みかんの
知名度の向上（消費地
でのPRの強化）

「年中みかんのとれるまち」がキャッチフレーズで
あり、今日、ＪＡ三重南紀の柑橘選果場が完成しまし
た。

三重南紀みかんのトップセールスをしていただきま
したが、来年開催される伊勢志摩サミットなどで、今
後も継続して三重南紀みかんのＰＲをお願いします。

（担い手の確保について）
「三重南紀元気なみかんの里創生プロジェクト協議

会」が実施する、就農希望者向けの研修用住居の整備
や情報発信の取組に対し、南部地域活性化基金を活用
して支援を行っています。

御浜町
対談項目４
柑橘産業の振興
について

１ 三重南紀みかんの
知名度の向上（消費地
でのPRの強化）

（新たな品種の導入促進）
国の「果樹経営支援対策事業」を活用して、当事業

を活用した改植を進めていきたいと思います。収益を
高めることが経営の安定や担い手の確保につながると
考えます。

御浜町
対談項目４
柑橘産業の振興
について

１ 三重南紀みかんの
知名度の向上（消費地
でのPRの強化）

（高品質生産技術の普及）
新しい選果場では営農指導支援システムが導入され

ています。その運用については、JA営農指導員と連携
し、普及センターが積極的に支援をさせていただきた
いと考えています。

御浜町
対談項目４
柑橘産業の振興
について

１ 三重南紀みかんの
知名度の向上（消費地
でのPRの強化）

（ＰＲの強化）
首都圏や関西圏でのPRを引き続き地域の皆さんと一

緒に取り組んでいきたいと考えています。
また、輸出5年目を迎えるタイ王国への輸出について

は、検疫対応などを引き続き支援させて頂きます。

御浜町
対談項目４
柑橘産業の振興
について

１ 三重南紀みかんの
知名度の向上（消費地
でのPRの強化）

（三重テラスでのＰＲ）
首都圏営業拠点「三重テラス」では、ショップでも

御浜町の多くの商品を取り扱うとともに、レストラン
でもマイヤーレモンや御浜町産の100%みかんジュース
などを提供しています。

また、2階イベントスペースで６月から７月にかけ
て、「南三重を楽しもう！夏の観光キャンペーン」を
開催しました。5月にイオンレイクタウンでやったとき
に地元の農家の方に参加いただきましたし、マレーシ
アの商談会にも参加いただいたので、販路拡大につな
げていきたいと思います。
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御浜町
対談項目４
柑橘産業の振興
について

１ 三重南紀みかんの
知名度の向上（消費地
でのPRの強化）

（サミットでのPR）
サミットの関係では、現在市町を通じて食材の提供

をお願いしているところです。１品でも多く、県の食
材を使った料理を提供したいと考えています。首脳だ
けではなく、配偶者や報道機関などに対しても提供し
ていきたいので、積極的なご提案をお願いします。

御浜町
対談項目４
柑橘産業の振興
について

１ 三重南紀みかんの
知名度の向上（消費地
でのPRの強化）

（他産地との連携）
柑橘の産地で競争だけし合うのではなく連携して、

みかんの消費全体を増やすことのPRも大事だと思いま
す。

御浜町
対談項目４
柑橘産業の振興
について

２ 道の駅及びその周辺
の充実（道の駅「パーク
七里御浜」の周辺整備
に対する支援）

道の駅「パーク七里御浜」のジュース工場の拡大は
お金がかかる話であり、補助金を取りたいと考えてい
るので、側面支援をお願いしたい。

周辺地は町有地であるので、町が周辺整備をしたい
と考えています。産地直売所の建築を計画しておりま
すので、県の財政支援をお願いします。

（道の駅「パーク七里御浜」の重点道の駅としての採
択支援）

これだけのレストランや辻さんの工場も入ってお
り、他の地域にない道の駅になってくるのではないか
と思っています。また、EVの充電器の設置などもいい
材料だと思います。重点「道の駅」の選定に向けて、
連携して取り組んでいきたいと思います。

御浜町
対談項目５
熊野古道の復旧
について

地滑り対策について

平成19年に発生した地滑りで、御浜町の横垣峠が被
災を受け、その後、平成25年度までは、復旧工事を実
施して頂いておりましたが、平成26年度、27年度につ
いては、予算がつかない状況であり、横垣峠の通行が
出来ない状況であります。
このことから、早期の工事完成をお願い致します。

工事区間前後の林道を利用して横垣峠の通り抜けは
可能となっているものの、地元の皆さんにとってはご
心配でしょうし、本来の魅力の観点からは十分ではな
いと思っています。

平成25年度から工事に着手しました。平成26年度
は、平成25年度事業を繰越し、平成27年度について
は、国補治山事業予算の配分減少に伴い、事業箇所の
検討を行った結果、本箇所の予算計上を見送ったとこ
ろです。

みえ森と緑の県民税を頂いたり、国の治山事業予算
を頂いたりし、人命に関わるところなどを最優先にし
ながら、限られた予算の中で事業箇所を選定していま
す。引き続き、必要な予算の確保に努め治山事業の推
進に取り組んでまいりますので、ご理解をお願いいた
します。

4／6



平成２７年度「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」（地域会議）１対１対談 開催結果（主な発言内容） 平成27年9月8日 現在

対談
市町名 対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

御浜町
対談項目６
紀南病院における
医師確保について

今年度は、紀南病院に対し、自治医科大学出身の内
科医が6名、その他の診療科医を含めて8名の医師を派
遣いただいております。

しかし、泌尿器科、神経内科、皮膚科の医師が非常
勤となっている現状があり、三重大学等からの支援に
より、予約制で診療を行っていますが、ニーズに応え
きれていない状況であります。交通の利便の悪い中、
新宮医療センターや尾鷲総合病院へ通院している方も
見えます。

また、今年９月からは三重大学から派遣いただいて
いた産科医１名が他病院へ転院となり、やむなく同月
より分娩受付を休止している状況にあります。

この地域における医師確保対策としまして、三重県
と三重大学とで設置されました、「三重県地域医療支
援センター」の活用など、是非とも紀南病院における
専門医の常勤配置について、ご検討、ご協力をいただ
きたいと思います。

全国では、2025年を想定とした医療・介護提供体制
の適正化が都道府県において検討されておりますが、
紀南病院は、この地域の唯一の２次医療施設であり、
この地域に暮らす住民にとっては、様々な診療科を受
診でき、命にかかわる救急医療にも対応できる最も重
要な医療機関であります。

東紀州地域の医療の堅持や少子高齢化が進展する中
での医療と福祉・保健の連携のためにも、この地域の
中核病院としての紀南病院の医師確保につきまして、
ご理解のほどお願いいたします。

医師修学資金貸与制度による貸与者の累計が481名
（平成27年度末現在）となっています。累計で5億円を
給付しており、全国で4位か5位くらいの額になってお
り、今後段階的に医師が増加していくと見込んでいま
す。

県内で働く医師が増加し、そのうえで医師が少ない
地域に行ってもらう必要がありますので、三重県地域
医療センターのプログラムにおいて、ほとんどの後期
研修の医師が紀南病院にも行くようにしてあります。
来た時に研修医がこの病院で働いてみたいと思えるよ
うな病院の魅力づくりにも努力していただきたいと思
います。県では、この秋から、女性の働きやすい医療
機関認証制度を始めようとしています。小児科や産婦
人科医には女性の医者が多くなってきています。そう
いった制度をご活用いただくとよいと思います。あと
はいろんな短期の場に応じたものにも取り組んでいき
たいと思います。

御浜町
対談項目６
紀南病院における
医師確保について

地域医療ビジョンの検討会では、各地域で意見をよ
く聞いてということですので、検討会を回らせていた
だいてお話を聞かせていただいていますので。様々な
意見を賜れればと思います。

在宅医療、在宅介護、地域包括支援システムなど
様々な取組は基本的に市町でしっかりやっていただい
たうえで紀南病院があるという形がいいと思います。
ご相談に乗りながら、一緒に努力していきたいと思い
ます。
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